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• 全ての航空スポーツは肉体的損傷、麻痺を含む重大な怪我ならびに死亡する危険性の内在するものです。オゾン製品でフライトす
ることは内在する危険性を完全に理解した上で行ってください。

• このオゾン製品を使用するにあたっては、あらゆる危険に対する全ての責任があなたに有る事を自覚して下さい。不適切な使用、
改造は危険を増加させます。絶対にしないで下さい。

• 製造者、輸入代理店ならびに販売店に対する、この製品の使用に起因する如何なる損害賠償請求も除外されています。

• 可能な限り練習に励んでください―特にパラグライディングにおいて重要な要素であるグランドハンドリングを。地上での貧弱な
グライダーコントロールが事故の原因の最たるものです。

•パラグライダーの練習は適切なスクールで行い、 にこのスポーツの に れない う 々 習する習 を に る うに
して下さい。フライト ク ックならびに は し ています。

• フライトにあたっては を 、なおか 改造されていないグライダー、 ロ クション ハー ス、 パラシ ートを、
の適 体重 内で使用して下さい。グライダーの 用限 を ての使用は 険の対 外になる危険性があります。 険

社に する うにして下さい。

• フライトする に 、全ての の 行 を し、不適切あるいは損傷している で 行しないで下さい。

• に、 ル ット 、 ーツを してフライトして下さい。

• フライトに しては、適切な 能 と有 なフライ ー を っている事が 要です。

• 肉体的にも 的にも な でのみフライトをして下さい。

• あなたの 能 に合ったグライダー、ハー スならびにコンディションを んでフライトしてください。

• イクオフする にフライト場 の地 、 を して下さい。 の有ると はフライトを して下さい。全ての
に対しては な を って下さい。

• 、 が っていると 、 の いと 、 の れていると あるいは をフライトしないで下さい。

あなたが適切で安全な を下すなら、 くフライトを しむことが るでしょう。

てこのグライダーでフライトする に この を く んで内 を に理解してください。 らない事はフラ
イトする に、このグライダーを 入されたディーラーあるいは輸入代理店に し、理解してからフライトして下さい。

このグライダーをス イダイ ングに して使用しないでください。•

このグライダーは クロ ット用にはデ インされていません。•

もし、このグライダーを 売すると には この を しいオーナーにお し下さい。

•

•

• 

しむことがこのスポーツの 的であることを れない に
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オゾンの もが びたいという情 、 険を する を 、オゾンのグライダー において り安全
で、 り 性能で、 り り いのし いグライダーを り すことを に望んでいます。

デ インチームは、ダ ィッド ダ ー、ルック ー ン、フ ッド リ、ラッ ル オグデン、オ ラン ー
から されています。

ダ は コンペ、クロ ン、 びにパラグライダーデ インにおいて な を

フ ッドは、 者で を した ークフライトのスペシ リストです。ラスは、トッ ク
ラスのコンペパイロットで 上の を ストパイロットでもあります。

オ ランは、 の から び い
い

い らは、デ インお び ストの でお いの ハ 、 イデ
を し合い、 に 事をしています。

イク ァナは、 スでイ リス リーグにおいて何 も しています。 はフライトに か てないと
は、 社全 を しています。

い ロ ーションと の は ースジ ン の ジェンドでもある ッ
ト ルデスです。

オフィスでは リー ルコー 、クロ ィラ、イ ル ル ィ スが しています。 らはオー
ダーシス ムを 理、代理店とのコ ーション、デ インチームの して の事 を して
います。 らなしにはオゾンは りません。

我々の ェトナムにある自社 場は、 することなしに製品グライダーならびに ロトタイ グライダー
の製造をし、 の製品に り入れる 素 の 製造 のデ インをしている、ドクター デイ
ル ントンに いられています。 を するのは、 ーンお びフ ンが いる したチームを とす
る の 的な です。
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ッグ

ークライン
ークラインの さは スト で く されています。 では ークを かに に ット

し、 行 は に るのが いと ています。しかし、パイロットに っては の ークを
み、 ークの さを したいと ることも有るでしょう。い れにせ 、 に すチェックをして下さい。

• の ークラインが さになっているか。

• 何らかの理 で ークトグルをは した場合は、 ークラインが ーリーを っていることを し
てトグルを り る。

• 行 ークトグルを した ークラインがたるんでいるか。 ークラインがしっかりと に な
りになってト ーリング ッジが しでも 下 られていないことを 。

• ークを した からト ーリング ッジが 下 られるまでの びが最 でも れ い
ません。こうすることで ク ルを使用したと でもト ーリング ッジは せ にすみます。

ライ ー
は、 本ライ ーを 用しました。 ライ ーは他のライ ーと し い うに の ー が

い られ い にある最も 外 の 本のラインだ が り られている
さいほうは りライ ー で をし くするた のものです。

ライ ーに い リ ー は
されていません。

重要
が 、 行 に ークラ

インが切 したり、トグルが外
れてしまったりした場合は、リ
ーライ ー ライ ー を

ゆっくりと くことで
をすることが ます。

い 取 い い
い い
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行重

全てのオゾングライダーはある られた 行重 で を しています。これらの 行重
を る うに お いいたします。もしあなたが の イ の らにも入る うな場合に らの

イ にするかの とし 下を にして下さい。

ハンドリングを重 、 または いコンディションでい も んでいるなら
行重 の イ り さい イ を 。

下 を重 、 または弱いコンディションでい も んでいるなら 行重 の
なる い

トーイング

はトーイングすることが可能です。適切なハー ス 、 リース が使用され、パイロットが
使用される 並びにシス ムで適切に 練されていることはパイロット自 の責任です。またパイロットが
トーイングの 能 を っており、か 全てのトーイング が され、トーイングチームが適切な
を 有して、適切な が使用されていることを してください。

トーイングをする にはスタートする に パラグライダーがパイロットの 上に完全に ていることを
しな れ なりません。い れにせ 最大ライン ンションはパイロットの体重に対 するものでな れ

なりません。

用 限

は り スポーツ グライダーとしてデ インされており
取 い おか

しな 行特性は い 性があり い内 を ってい れお び に対して に
い を っています。

い
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重要
ク ルを使用するというこ

とは、グライダーの を
させることになるた

グライダーは れ くなりま
す。 って地 くあるいは

が れていると は
ク ルを使用しないで下さ
い。

ク ルシス ム
ク ルシス ムの ット ッ にはま 、 ク ル ーに いているロー をハー スに します。ロー

が全ての ーリーに しく っていることを してください ハー スの にしたがって 。ライ

ー の ク ルに ルン ルフックを して します。

本的な ット ッ は地上で行うことが ます ライ ーを り たハー スを地 に 、ハー ス
に ります。 かに ってもらってライ ーを 行 の に んと る うに してもらいます。 の
で のフット ー のもの がハー スのシート下 に る うに ク ルロー の さを し

ます。 の うに ク ルロー を すると 行 で のフットロー を せる になります。

のトリム での 行 に ライ ーが 下 られ ない うに ク ルロー に
は な びが れ なりませんが、 ク ルを み ないほ てもい ません。 の
フットロー を み切ると ク ルシス ムを かせた になります。最 に加 するには
のフット ーに をか 、スムースに を します。ライ ーの ク ル ーリー が
で最 になります。 ッ ィングが んだら、 かなコンディションのもと、 ク ル使用 、 ライ
ーが に かれているか しながら ク ルのフル ンジを して ます。 はフライト 地上で

行ってください。

ハー ス
フライトする にハー スを しく ット ッ することは大 重要です。完全に 適と られるまで 々と
ッ ィングを て をか て してください。チェストストラッ は の の ンター の
が から の に してください。

取 い イ は 、
イ は 、 イ は の で を ています。

い い
い い
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グライダー
グライダーの には上 を下にして をしっかりと行います。ま グライダーの上 と下 を
てほ れ あるいは の他の らかな 損の がないかを します。 のラインを しラ

イ ーを 上 ながらま ークラインをさ ます。 にスタ ライン、 、B して と れ れのライ
ンの れ、絡みを ります。 び がないかも して下さい。 にラインが 損していないかもチェッ
クしてください。 うに 対 のラインもチェックします。 にライ ーを して 損の があるか
します。 は で が れ ですが、もし不安がある うなら を んだパイロットある

いは最寄りのディーラーあるいはインストラクターの ド イスを てください。

グライダーに れるた に 上 練習あるいは練習場での 空をすることを します。 うする
ことであなたの を適切に することが ます。

イクオフチェックリスト

1. ス ーパラシ ートのチェック ンがはまっており ス ートグルが適切な に されているか
2. ル ットを ルトが られているか
3.ハー スの全ての ックルが されているか。 ッグストラッ の

4. ラ ナ が っ りと られているか
5. ク ルシス ムが適切に されているか
6. ークトグルと ライ ーを しく っているか
7. ラインが絡んでいないか
8. イン ークが いているか
9.グライダーの に 、 に 対しているか。

10. 行空 がクリ ーで が か
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重要
グライダーが 上 上に完
全にはらんでいない 、
あるいは ッチならびに
ロールコントロールが か
ない では して し
ないこと。

はフロントお びクロスでの イクオフが可能です。リーディング ッジがはっ りと を く らいに
ィッ り ンターが 上 行く うに ー上 を下にして ます。

フロント イクオフー から での ク ック

ライ ーを かみ、 からラインが られる うにグライダーから れて 、ゆっくりと を い
て り ます。 ーはす にはらみ ますので ーが 上に るまでライ ーに の ン
ションをか ます。ライ ーを に 下 たり、 に し したりしないでください。イン ークが
したり れたりして、 が しなったり には危険になります。

のた の はスムースに加 してください。あ てたり、 いだりする 要はありません。 する
に 上 て ーをチェックするだ の な がな れ なりません。 ーがしっかりと い

ているのを したら、さらに加 し します。

クロス イクオフー から での ク ック
フロント イクオフ と に ーを ットした 、 の全てのライ ーを 上にか しながら 体を

させ ーの 対します。体重を にか ながら ライ ーを ーを 上 ま
す。 ーが 上に上がったらライ ーを し、 要に て かに ークを ーを 上に安
させます。 ーがしっかりと いているのを して 体を させ します。

り が い場合には、 ーがはらみ、 上がり たら ーの み寄るのがコツで
す。こうすることでグライダーの ル ーを ら グライダーが に 上がり にダイ するのを
ことが ます。このクロス イクオフは くほ 弱い の場合にも使用することが可能です。

ス ードト ーフライ
大 、トリム ー ークの で は最 空 でフライトします。 い で 場合ある

いは大 なシンクがない大 を 場合は、この で ことをお します。 かい でのペ ト
ーションを くしたり、シンク、 あるいは かい での 空 を上 たりするには ク ルを使用してト

リム り く な れ なりません。 ク ルを まで かせることで 空 ならびに安 性はさ
ほ せ に 行性能を上 ることが 、 の ー ルに くなおか く することが ます。
ク ルを全 にしても は安 していますが、 れ すくなるので い あるいは では

ク ルを全 にすることはお しません。
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ークを る から ほ んだとこ で は最 下 になり、この が最
の上 性能をもたらし ー ルあるいはリッジ リングにはこの を使用します。

グライダーに れるまで、 での はゆっくりと大 くしてください。 の い の れた
にはま 、 い 、 ら に体重を すことです。 の の
はま 体重 で、 の に 望の ンク になるまでスムースに ークを みます。 お び

の には体重 に連 させながら 外 の ークを してください。

ク ィ フライト
ク ィ フライトは での れを 、グライダーを るだ 安 させ く せるた に
要な ク ックです。この はグランドハンドリングに って く習 することが ます。

をフライトすると は ークラインを してラム の を れる うに、 かに ト ーリング ッジが
下 られ る から ークを いて びます。 れた では ー内 は に
しているので かに ークを かせることに ってのみこの を ることが ます。 ク ィ

フライトの 的は、 ークを して ーの内 を に ことです。内 が下がって ーク
ンションが したら ンションが ってくるまで かに ークを み、 の の まで ークを
します この 連の は素 く行います 。また せ に入らない うに では ークを

あまり い す ない うに してください。 に対 に してください。グライダーの
は 対 であると も 対 であると もあります。したがって ークの も れにあ せて 対
または 対 に行う 要があります。この な に りグライダーはスムースにフライトし、パイロットの
上に安 し、 れの起 る を 的に させることが ます。もし ーが にダイ する

うなら ークを適 下 します。また に ーが る うに いたら ークを
て加 します。 い い ールは

に ーをパイロットの 上に安 させることです。

いかなるパイロット、グライダーも れを ることは ませんが、 ク ィ フライト することで
れの危険性を らすことが ます。 が れている は り ク ィ に、なおか グライダー

の を することが大切です。 に対地 に し、オー ーな は てください。また ーク
は して さ の いコンディションでは ない 。

重要
に ークトグルを 、
のあるコンディションで

は ない うに。

重要
を最 ークを
くまで んだ

から して行 ない う
に。ス ンに入る危険性があり
ます。



JP

11

のランディング特性はごく で 的なものですが 下の を にしてください。

• くのオ ションと スに対する安全 ージンを れる うに に に に入ること。

• 対地 が 下になったら、 空に うとしてグライダーが加 しダイ するので な
はしないこと。もしあなたの が かったりあるいはシンクに したりしたら、 の は地 に す
ることになります。

• に 地する に をもって 特に が れれている は 、 から 上がった に
しチェスト ルトを で しながら、 を し 要なら 地と に りこ る うに をします。

• 対地 が になるまでファイナル ローチでは るだ フルグライドでフライトする ただし
が かったり れている場合は最 まで ク ィ にフライトしな れ なりません 。 ークをスムー

スに こみ対地 が最も くなった に 地する に します。

• あるいは には、 く、 く 的に ークを み な対地 を とします。
には、対地 は に くなっているので 地を フトにするた に 要なだ フ ーを ます。
に くフ ーを るとグライダーが 上 しながら し危険な となります。

• もしグライダーが上 し たら ークを 、 をすっかり上に上 て ークを し
ない に びフ ーを ます。ただし はゆっくりと。 ークを の さあたりに ー し、
を し、す に れる体 になりながら 地 に ークを全 ます。

• ランディング リ とコンディションに合 せて適切な ローチスタイルをとってください。

• には 地 かに しグライダーの り、 に ークコードをスムースに
に 下 グライダーを させます。グライダーに られ うになったらグライダーのほう

いてライン ンションを いてください。

• もし が に く られ うになるか、 上 られ うになるなら ライ ーを使ってグライダー
を させます。この に れ り くか し すくグライダーを させることが 、
ークを使った り られにくくなります。

• に に 対してランディングする うに！
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下に るフライト は適切な を ったインストラクターの の下で練習し に な を
って してください。 イクオフする に を適切に することがこれらの を使 にす

むことになることを れないでください。

り
を ることで 下 が増加します。これは から れる、あるいは の上 を素 く 下する
トッ ランディングする のに有 な です。

を るには ークを った で、最も外 の ラインが り られている りライ ーを
み外下 に 下 れ 、 が れて にたなびく うにします。 りの大 さは
くラインの本 を増 したり、 下 るラインを かむ を上 にすることで行います。 を った
での には体重 のみを使用して下さい。 りを させるには ライ ーを
に して下さい。 を るには ークを く使用して下さい。ディー ストールある

いはフルストールに入る危険性があるので の ークを に く 下 ることはしない うに
してください。

を った でファイナル ローチすることも可能ですが最 フ ーを る に りを し
ておかな れ なりません。 ク ィ フライトがし くなることと インドグラディ ント を 下している
に せ する危険性があるので、 あるいは れたコンディションではこの ク ックを使用し

ない に警告します。

りをした で ク ルを使用することでさらに 下 を増すことが ます。しかしながら ク
ルを かせた から して りをしない に。 が した で を ることに り 全体が
れる危険性があります。 に りを にしてから ク ルを使用してください。

りをした でスパイラルダイ に入れることも可能ですがライン を る 重がラインにか
かりグライダーが 損する危険性があります！

りした でのスパイラルは してしない うにして下さい。

重要
りは 行う

こと

して ク ルを かせ
た から りをしな
いこと。大 く れる危険
性があります。
りをした に ク ルを
かせること。

して りした でス
パイラルダイ に入れないこ
と
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ラインストール
ラインストールは、 に く 下すると のみ使用して下さい。 スパ

イラルダイ の が ラインストール り くか 安全に を とすことが ます。

ラインストールをするには、 ークを したまま 対 に ライ ー
い

い い

い い

い

い い

い い

スパイラルダイ
を 々に くして行くと、 ンク の い ロスの大 いスパイラルに入ります。グライダー

に れるまでは連 したスパイラルには入れない うに して下さい。スパイラルに入れるには、
する を て らに体重を した 、 内 の ークをスムース 下 ます。すると

は ったあたりからスパイラル と入って行 ます。スパイラルに入ったら、体重を に し、
かに 外 の ークをあて、外 が れない うにします。

スパイラルダイ では、 上の 下 を ることは可能ですが、この うな お び れに う
重に り 覚が れます 対地 に を な れ なりません。スパイラルダイ
から るには、ゆっくりと 内 の ークを してゆ ま

す。グライダーが し たら、 に ッチ ッ しない うに ル ーを 々に する うに
を しながら、最 的に 行に る うにして下さい。

重要
ラインストールから する
の ッチの は さいで

すが 要です。グライダーが
に 空していることが

かるまで ークを しな
い に します。

重要
にスパイラルダイ から

せる うに をし
ておいてください。体重を
外 し、グライ

ダーのスパイラルが まる
まで外 の ークを
します。



14

は ークを しても のままスパイラルダイ をし る はありませんが、あるパラ ー

い

い

い
い い

ライ ーコントロール 
ク ルを使用してフライトしている にグライダーを ライ ーでコントロールすることが可能です。 ー

クを使 に ク ィ にフライトすることが 、グライダーの とコントロールを改 することが
ます。 ク ルを使用していると に ークを使うと が大 くなり が するだ でなく が本

っている安 性を させてしまいます― ク ルを使用している で ークを使用すると れが
起 ることがあります。 ライ ーを使うことでコード で り に を上 ることが 、 は れ
くくなります。ダイ クトなフィーリングに り れが起 る に ことが可能となり で り い

ス ードか り い を することが ます。

ライ ーを使って には、 ークを ったまま に いている場合は して 、 ライ ーを りま
す。 ライ ーを使って を ク ィ にフライトすることが ます リーディング ッジの内 が下
がるのを たり たりしたら れを た に、 ク ルを かあるいは全 すと に ライ ー
を 下 ます。 ライ ーの 下 をあまり大 くしない うに してください。 の あるいは
全体を させてしまう危険があります。 く とス ードは 内 の の に りますが、
のう はグライダーを とり大 な ッチの が ない に しく行って下さい。不要におお な ッチン
グを起こさ に れを た に のくらい ク ルを すか、 のくらい ライ ーを 下 るか―を
りながら 習してください。

は最 で本 安 しており、 ク ル までは ライ ーコントロールは に有 です。しかし
ながら ク ル ンジの最 の の では ライ ーコントロールのみではあまり有 ではなく れる
ことがあります。 ク ルを 上 かせてフライトすると は、グライダーの ッチコントロールを ク ル
と ライ ーを 合的に ク ィ に使用する うに します。 ク ルで加 にリーディング ッジが

重要
ク ルを使用していると

に して ークを しな
いこと。グライダーが れ
くなります。
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れ うあるいはグライダーが に っ み うに たら、最 に る行 は ク ルを に すこと
で、 の 要な ライ ーの をします。 に ク ルをま してから ライ ーを してください。
ク ィ に ク ルと ライ ーを連 させる ク ックを使用することで れの危険性を最 限に な

がら と を最大にすることが ます。

この しいコントロール は完全に 的、 く して安 してで るまでには がかかります。練習
を んで下さい。このコントロール は、 い が い の大 を 空すると に適していま
す。 い では ークを使った適切な ク ィ フライトにとって代 るものではありません。大 の

がはっ りしないと は、グライダーをトリム に し、 ライ ーを し、 ークを使って ク ィ
フライトをして下さい。
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れ
パラグライダーは みが い 造の 、 に り が れることがあります。 れは さい
の れ 対 から 全体 対 までに びます。

対 の れが起 た場合にま しな れ い ないのは、 をコントロールすることです 、 害
あるいは他のフライ ーから れる 、 なくとも からない うにグライダーをコントロールして下さ
い。 対 の れには体重を れていないほうに し、 しない う 要なだ の ークを かせるこ
とで対 して下さい。この うな で は します。

グライダーが れると が る事になり、 の 、 重が増加し、 も上 します。このこ
とは れたグライダーでは りも ない ーク でス ン を起す事を します。 れた

の を うとして外 の ークを て、 していない を させてしま ない うに
して下さい。 ポイント 上に ークを かないと を られない なら 、 理して

を うとせ 、 しながら れを させる うにして下さい。

れが して、自 的に しない場合に れを させるにはストロークを く りスムースに れた
の ークを に の 合で上下して下さい。 ークをむ みに上下することは に ません。

また、ゆっくりし ると に入る危険が有ります。 して下さい。

対 な れは 、何も しなくても に しますが、 の ークを に む
ことで り く させることが ます。対 な れから したら、 空 を してください。
ス ンに入る危険性がありますので、さらに ークを する に、ディー ストール に入っていない
か する 要があります。

ク ル使用 に れが起 たら に ク ルフット ーを に し、上 した で れを させてく
ださい。

警告
の れていない イング

オー ーは大 な 対 の
れ クラ ァットを 起こ

します。したがって い
で して行 ない に。
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クラ ァット
クラ ァットとは がラインに絡んだ を います。この になるとコントロールが 不可能なスパイ
ラルダイ に 行します。この から すにはま 、 をコントロールすることです。 まり体重を

い

い い い
い

い
い

い 取
い

い

クラ ァットが大 くて、上 した でも しない場合に された はフルストールになります。し
かしこの は り を事 に っていてなおか が にある場合のみ行ってください。 が加
してコントロールで ない場合は が っているう に ス ーを使用しな れ なりません。

ディー ストール
グライダーは に っては、ディー ストールに入ることがあります。 の原因として の うな が
られます ストールからの で、 ライ ーの し がゆっくり たり、グライダーが っている で
んだり、 が対 的に れた に したりと った場合です。グライダーが の に っている

に るにもかか ら 、 せ に に 下します。これがディー ストールと れるものです。

オゾンのグライダーでは起こり うではありませんが の うな になったらま 、 の ーク
を してください。 れだ で 空 に ります。もし たっても らない場合には、 空
に るまで ク ルを使用 してください。 の の ークの はグ

ライダーが 空 に った 対 をチェックする のを してからにして下さい。

の でフライトするとディー ストールに入る が しく増加するので の ではフライトしないでくだ
さい。 の での が起こる危険性を らすには ークを く したり りをしたりしないことで
す。安全に下 せる場 を ク ルを使用して に な対 を し てください。

重要
ークを んだ

だ でグライダーは し
る可能性があります。

ークを に んで
いた場合には、これを して
からディー ストールから
させて下さい！

重要
イクオフ の 体の ッ
ィングが不 、 クロ
ット 行、自 の 能 上

の しい 体あるいは 能
を る るコンディ
ションな がクラ ァットの
な原因です。

重要
して の あるいは った

グライダーで 行しない
に。
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の での 行
最 のグライダーは の を すくなっています。 ったグライダーで 行することは の
行から する可能性があります。

的でし の い ーデ インのた に がリーディング ッジに となって空 の を起こし
ます。空 が がれることでグライダーは せ にディー ストールに入り くなります。したがって の
を んだり ったグライダー の に る で んだりすることは を して る です。

に られたら にランディングするのが最 です。空 でグライダーが ってしまったらファイナル
ローチも含 て ク ルを使用して加 してフライトする うに 告します。 下 としての り

はしない うに。 りは を増 すので ったグライダーではディー ストールが起 る可能性がさら
に増大します。 の代りに に対 を ながらゆったりとした をして を としてくださ
い。もし ったグライダーがディー ストールに入ってしまったらす さま加 して対 を上 てくださ
い。
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 ラインを って ッシ ルー
ム になったグライダーを地
あるいは ィンナー ッグの上
に ます。グライダーを完全に

した から、 りをす
るとリーディング ッジ上 が地
と れるので、この ッシ

ルーム からたたみ るのが
ストです。

 ライン り タ を っ
て、 ラス ィク が り合
せに重なる うにリーディング
ッジ を とまと にします。

 とまと になったリーディング
ッジをパッ ング ルトで します。グ

ライダーを ンター で に り重
に、 から まですっかり

りにします。 の ルを 理に っ っ
たり ラス ィック を させた
りしない うに 重に行ってください。

グライダーのたたみ
グライダーを るだ させ、か リーディング ッジ 用 ラス ィック を るだ いコンディションに た に、グ
ライダーのたたみ は 重に行ってください。

下に す うに、 から まで、 ルが り しになり ラス ィック が れない うに りでたたむことを く し
ます。オゾン インナー ッグあるいは ンナー ッグライト い れもオ ション を使用するとグライダーが し、か グライダーの
パッ ングを素 く に行うことが ます。



もし、 ィンナー ッグを使用しているなら、
にしたがって下さい。

 りたたんだグライダーを、インナー ッグに ます。

B ライン り タ を 用して
グライダーの から を とまと

にします。

 ラス ィック を り ない うに
グライダーを りあるいは りとします。

 リーディング ッジからト ーリング ッジま
でが されたら、グライダーを にします。
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 インナー ッグを使用しているなら、
ファスナーで何も み まない うに し
ながらファスナーを ます。

 インナー ッグを にしリーディング ッジの
ラス ィックのす で ラス ィックを り ない

に しながら し、 の りあるいは り
にします。

重要: グライダーをたたむ に、地 に ないこ
と。 りする に、 ー上 を地 に っ
て させてしまいます。 に ッシ ルーム から

りするか、 りする に ーが地
と れない うに 上 てください。

重要: ーを ンターで りしないこと。 ラス ィク を
り る危険性があります。 から まですっかり りしてたたん

でください。
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い 事
くのグライダーは不 なグランドハンドリングに りダ ージを ます。 下にグライダーの を
すた にしてはならないことお び 事 を します。

• グライダーを地 に らない。 ークロスを させます。すっかり 上 て こと。

• ラインの絡みを る に ーを ない。ラインに不 要な 重がかかります。

• ーあるいはラインの上を かない。

• り し ーを 上 て しく地 に とさない。地 に とす にグライダーに スムース
に下 すこと。

• リーディング ッジから地 に ーを ないこと。グライダーの 地お び い に 大な
重がかかり、 ルが します。

• を含んだ空 ならびに が ら いた場 、 な でのフライト 下でのグランド
ンドリングは を ます。

• の を んだりグライダーを にさらしたりしないこと。

• 不 要にグライダーを 外 い にさらさないこと。グライダーを の たる場 に
っ なしにし

• もしあなたが ークコードを に てフライトするなら 的に ークコードの れを す
うに。 ークコードが れると さが くなり、 にト ーリング ッジが 下 られた になり、

上 が しくなったり、不 に したり、 っす なくなったりします。

• ークコードが んだらす に してください。

• グランドハンドリング に ークコードで インラインあるいはライ ーをこすらない。 に りライ
あるいはライ ーが 損する危険性があります。なにがしかの 、特にラインの を した場合は

い ください。また、 のた にラインあるいはライ ーに が な
い うにグランドハンドリングの ク ックを してください。

• オゾングライダーには し と れる が最 のト ーリングッジに られています。こ
れはグライダーの にたまった 、 の 、 こ 、 を に り すた のものです。

い
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お び
にあらゆるフライト を の たらない した場 に してください。パラグライダーは

パッ ングする に させてください。 と はグライダーを させる最も い要素です。 った
グライダーを の たる の にしまっておくのは最 です。 ったグライダーは を
て しロー に 下 て させて下さい。 して、 ードライ ーな は使 ない うに！

な が入った でたたまない うに。クロスを い ったり、死 が を してクロスを したりし
ます。

グライダーを する には、 する ッグに しオイル、ペン 、 品、 な に れない に
してください。

クリー ング
れがいかに かだとしても、 いたりこすったりすることはパラグライダーの 地のコー ィングを

ます。 って、 地に いた れは、 るだ のままにしておくことを ます。 れでもクリー ング
したい場合は るだ の で らせた らかい を使ってゆっくりと いて下さい。

を使おう と して ない に。

い い

グライダーの 理

重要
して ったグライダーを

パッ ングしたり したり
しない に。

重要
して を使用

しない に。

大 いあるいは な 理、特に 製 に い場 の 理は されたディーラー、 ロの 理
あるいは製造者に してください。

ーの 理
上 下 の さな は、 れが シン に くな れ リペ ークロスを に大 く をもって を
く ットするのを れ に り ることで することが可能です。リペ ークロスは の内 お
び外 の から り て下さい。内 と外 の クロスの大 さは てください。

説明
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い

い

い い い

い
い い

い

い

い
い

い

い
い
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取

い

い

取扱説明書 い

取
い い

い
い 取 い

い

扱い

い
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オゾンでは我々の製品の品 に大 こだ っています。全てのオゾングライダーは自社 場で最 のスタン
ダードに って られています。製造されるグライダーの が 連の しい品 を 、使用される
品は全て が る うになっています。我々は ー ーからのフィード ックを大いに します

し スタ ー ー スも れていません。 の 損あるいは不適切な使用に るもの 外の不
合に対してい でも 理を で行います。また、オゾンならびに代理店は、最 品 の ー スと 理を

いたします。グライダーに 損。 な の不 合が かった場合には適切な で 理をいたしま
す。販売店または代理店 ご連絡下さい。
もし、連絡が れない場合には オゾン までご連絡下さい。

最 の ド イス
安全に ことがフライトの最も重要なことです。安全であるた には 的に練習をし、 りに 在する
危険を理解しな れ なりません。このた には、 るだ 的にフライトし、可能な限りグランドハンド
リングをし、 に関して に を たな れ なりません。これらの れ でも ていれ 、不 要
にあなた自 を危険にさらしていることになります。

くのパイロットが イクオフで怪我をしています して の にならない に。 イクオフは最も危
険にさらされている です。 の練習を んでください。 リ に っては イクオフが く しいとこ
があり、コンディションも に いとは限りません。あなたがグランドハンドリングが であれ 他の が
していても自 をもって安全に イクオフすることが るでしょう。 る限り練習を重 てください。
うすれ 怪我をする可能性は下がり素 らしいフライトをする可能性が上がります。

に し、 リ を大事にしてください。

グライダーを する には、 に し、 の ごみと で しないで行 の に っ
て行ってください。

最 に、最も大事なことは自 を うことです。自 はあなたが する り かに大 な を っていま
す。あなたの ルに らし合せて適切なコンディションが の であるかを理解し、 の 内に
に まる です。

素 らしいフライトと を しまれる事を
オゾンチーム
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48 48 48 48 48

 (m2) 18.7 20.3 21.8 23 24.5

 (m2) 22.2 24.1 25.8 27.3 29

 (m) 8.23 8.57 8.87 9.12 9.4

 (m) 10.69 11.14 11.52 11.85 12.22

3.62 3.62 3.62 3.62 3.62

5.16 5.16 5.16 5.16 5.16

 (m) 2.63 2.74 2.84 2.92 3.01

 (kg) 3.26 3.49 3.67 3.85 4.1

 (cm) 65 70 70 70 70

 (kg) 55-70 65-85 75-95 85-105 95-115

 EN/LTF B B B B B

XS S MS ML L
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取

A	

A	 B C	

 

A 500mm

B 500mm

C 500mm

A 3 5mm

B mm

C 500mm



A1A2A3A4

AM1AM2

C1C2C3C4

D1D2D3D4

C5C6C7C8C9C10C11C12

A5A6A7A8

A9
A10

A11

A13

A12

A14

B14

C14
D5D6D7D8

D9D10D11D12

CM1

CM2

DM1
DM2

CM3

CM4CM5
CM6

AM3AM4

AM5
AM6

DM3DM4

DM5
DM6

AR1AR2AR3

CR1
CR2CR3

A Riser

C Riser

CRU4

CRL4

B1 B2

BM1 BM2
BM3 BM4

B3 B4 B5 B6 B7 B8
B9

B10
B11 B12

BM5 BM6

B Riser

BR1 BR3

K1 K2 K3
K4 K5

K6
K7

K8
K9

K10

K11

KMU4
KMU3

KMU2KMU1

KML3

KML2

KML1

KRU1

BR2

KRL1

Brake handle

Buzz Z6 Rigging Diagram

B13

取

JP

29



30

い
い

説明 い い い
取

A B B
A

取 い



JP

31

い

い
い
い

い

取

い

い

い

い

い
い

い
い

い



32

い

	N20D	MF/	 	27	

	27

	N20D	FM/	 	27	

2.5/1.8/1.4mm	

	10-200-040/DSL	-140

	8000U	-	50

	8000U	-	50

 
PPSL	-	120/ 200
PPSL	S	-	191

	8000U	-	90/130

	8000U	-	50/70/90/130

	8000U	-	50/70/90

12mm	
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 Tel: 03-5451-5175
 Email: info@falhawk.co.jp
 URL: www.falhawk.co.jp



1258 Route de Grasse 
Le Bar sur Loup

06620
France


